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盛岡地域と東北縦貫自動車道の関係についての予察

奥野 隆史

I はじめに

昭和39年に国土開発縦貫自動車道の一つとしての東北縦貫自動車道（以下東北道とする）に関する

計画案が建設省より公表されて以来，ょうやく昭和52年11月19日盛岡南・一関間の道路が完成し，供

用が開始された．これによって岩手県において初めて高速自動車道路が導入されたことになった．本

論は，この東北道と盛岡地域の経済との関係を考察することを目的とし，交通地理学における最も重

要な課題の一つである交通インバクトを扱うものであるい この種の研究は，一般に空間的にマクロ

なものとミクロなものとに分けられるが，本諭は後者に属するものといえる．

ここで対象とする盛岡地域の範囲は，盛岡市を結節点としてそれに流入する通勤・通学者の多い紫

波郡および岩手郡を含む範囲である．

盛岡市を中心として一つのまとまりのある地域が北上盆地で想定しうるが，この盆地は南北方向に

細長く伸び，東西方向は北上および奥羽両山脈によって狭められているそれゆえ，盆地全体を盛岡

地域と考えるのは妥当性を欠くといえる．また，盛岡市を中心として南北方向には東北本線と国道 4

号が走り，それらに直交した東西方向に山田線および田沢湖線の国鉄 2線と国道 106号および国道46

号の主要 2道路とが走っている． したがって，交通ネットワークのうえで盛岡市を中心とした同心円

的形態をもった地域を考えることが可能である．上述の範囲はそれに該当するのである．

Il 盛岡地域の東北道における地位と産業・経済の概況

1)東北道における地位

東北道の路線の周辺地域を， (1)東京に近接して京浜都市群と直接的に関連している栃木県以南の諸

地域， (2)仙台を中心とした福島・宮城の両県の諸地域， (3)ー関以北の岩手・青森両県の諸地域の 3プ

ロックに区分することができる．これら 3ブロックの重要性は，人ロ・経済・交通などの諸面からみ

れば，明らかに(1)ブロック， (2)ブロック， (3)プロックの順でそれらの重要性の順位をつけることが可

能である．

東北道沿線の 3プロックのうち(3)ブロックは相対的に重要性が低いが， このプロックのなかでの盛

岡地域の地位は高いすなわち，第 1表2) に見られるように昭和45年から昭和50年への人口増加率は

7.8%の増加を示し， 同プロック内の花巻・北上・一関などの地域が停滞あるいは減少の傾向を示し

ているのと対照的である．農業・工業・商業などの地位については，農業では北上地域より低水準に

あるが，工業・商業では他地域よりきわめて高い水準にあり，これらの面では盛岡地域は同プロック

内で卓越的な地位を有しているといえる．
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第 1表 岩手此［東北直；('1線訊地域の経済状況
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藍li?r:l『い囚方：こ東北道盛岡四イ ンク ーか予定さ且， さら：こ禁波邸都『｛乳寸四方 インクーが伯欝
一、ニ

してし、るが， I忍岡地域（ま,l]iい山のよ〉 に， 国飲にお し、ては東北木線とこ九に口：．陸地方の一中心地であ

る宮古か ら連奇竹する山 III線，および秋Fl」から辿紹する田沢湖線か交正 し，国道におし、ては青森一棗原

の 4号と位；古一盛岡の 10617;-' 大1Jt1一盛岡の46りが盛岡地域てそ九ぞれ交応 して し、る また， 281号・

282号・ 3-10りが盛岡市交I)外や州了lllJや葛巻¥IIJて上記の畠に直いこ辿紹している ． さらに，主要地方氾盛

岡、i直州］，＇線 ・齊/Nd不II賀線・盛岡 • 西板八幡<、平祝 ・囁!,Y,」横手線がそれそ九紫設IIIJや盛I閤l「!Iや四恨!ll『

や雫石Ill] と按続してし、る ． したが って，亙翌!Sd地域は交通ネットワ ーク上このブ ロックにおい

て正変な地位を 占めている こうした交通上の地位は，虹北辺沿綜晶地域にぢいても数少なく ，これ

しこ比屑しうるのは，仙台 ・祈喜 ・ 郡山・白河 ・ 宇 :1しsl~宮などぐ らし、てある

また，盛岡地域は東北道の距乳jHこおし、て， その終、I,りである 青森 と一•大中心I杓拠｝ぴ、てある 仙台との仕

ぼ中間

2) 

してし、 ることば注 日すべきである

0)概況

盛岡地域の庁業上 の砂色は第 2表で示 されるよ う！こ，第 1次および第 2次｝崖;f人口が札 1対(lりに低水

準にあり，それに比して第 3次j2it

業人口がきわめて砂水準にあるこ

とである つまり {tl 費 l'i'~地域てあ

る とし 、うこと てあ る

附和50年の農菜七ンザスによる

と，閏家数24,233戸，農;f就業人

□ 47,021人であり， II召不1145'<トに比

べて

家の韮〗［化， そ且 くこ ff: う農地転）rJが附加してし 、る :n. 1:1」・吹JJ]0)~』地面f/1 の減少傾向をみ る と，昭和45

年 111の面｛い 33,l'.26 haが11贋 1150イF-tこ｛之 23,llO ha /1こ，次Illでは 15,016haが 1:3,926 haへそれぞれ滅

少してし、る 応応し，尉l蘭地はその主紐物てあるり んごの栽培の進展もあって 50haの斑1加をみせて

し、る
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第 2表 岩手見の盛岡地域のilし業別祉業人!-, (lli'150年）
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628戸，嬰叉砿文人「111,643人がそれぞれ減少し， その傾向は年々苫しくな ってし、る．晨

の代表的）？礼菜であ る製恐業の全国お よび応手県全f本に比べてかなり低水準にあっ て，全

l:El の）~(!エ訓斌〗い、人口比の :24. 9%の半分以下の 9.7%てあ る． このことは， 1£1給 自足的工業のみが盛岡

地域に していることの表われであろ う この地域では後、1瓜する よ うに食料晶製造菜が出荷
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蓋岡地域 1人」：こ

と心ってし、るので）
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もので，而者をあわせて約17%を占めている この流動の大半は国道 4号利月］のものであるが，一部

は国道 282りが利）:IJされてし、る 三1砂』地方との流動は上記 2方而のものに比して少凰であり ，仝休の

10%にす苔はいこ の種の流勁は主として久慈については「月迅 281号，＇臼古 につい ては同 106号が利

用されている ．秋I王l. 大fillに対するもの！まさらに少fftであり，約 5%を占めている． これについては

国道 282号が主に利用される

路線トラ、ノクによる貨物諭忍は，上記のように仙台 ・棗爪とのそれが最も多し、が，東京への出荷品

は材木 と砂、材が主である．屈木（文笥材ぢよび樽材などであり，野田 のキッコ ーマソ！醤油や東京各地に

かなりの~ぶ製がある 飲材(t北上・花巻 ・水沢などて俵応さ九 る鋳物の半紐出訊であ る 東国てからの入

荷品は 1〗ぶ灼団が約2に分を占め，その旦かに衣料・伐料九＼・拿ff賃など の日屑『消 ‘費 4オが大喜I砂〉である 国道

4号による東摩との輸込は、::0110時切盛岡を出発し，翌閥 311謬’ー，[京京へ列芯する そのIi¥]仙台や焦巖な

どに立寄るが，仕とんど無休て‘，その所役時間は17~18時間てある 東京を 出発す るのは同日夜 8時

で翌抄]10時頃応岡tこ1-篇芯する．この間に最も 1ド］励こなるのは，仙台市内の賞業所に立寄る際の仙台古

内の交通晟・ヽ；りと東京部内に国道 4号が屎入れる際の交通喜僻てある 厄翌岡か ら出発して仙台了l"i内へ入

る時錆は夕方の iJ砂m時と 一致し てしまうため，仙台市内の虐］業所ての（木息 11 マ~-11Uを合め ると同F!iI付を通

過するのに皐り 3時I/cf!を要する・ 庚駅から盛岡へは仙台市I付を通過する1時刻は夜］ドになるので，交通渋

滞には出会わなし、．往路での東京省rs内屎入れ時刻は夜中のためあまり nu~也に（主ならなし、が， 1及路では

東京を夜 8時に出発するため，往路てのイ山台市内ての所炭11乳閂ほどではなし、が， しはましば交通渋罰に

会い，東京都17、」から出 るのにか左りの間1ド］を夏する

このよ う訳往路でのイ山台市1化復格での夏京都門の交姐渋滞のため，盛岡・ 棗京Ii'¥J17~ 181! 『間らの

輸送時間を疫するのである ．このため，東京到沿当日に夜とは＼、えすぐに且」発せねばならないという

ビストソ輸送は， 1 トラ、ノクを 2 人の連伝者が交代て迎転するにもかかわらす~, きiっめて重労慟とば

る．それゆえ，•仙台市内および東京部内の交通渋淵｝は路線トラック並業に力ゞなりの影噂曹を与えている

とし、える

との輸送は，入荷品 出荷品は一般雑＇貸が主 である．釜汀］・官一占 との交通は 日帰

りて行なわれる場合と ，盛岡発 17n舟現地忍 22 時，および現地発17時盗岡~g 0間の励合との 2通りあ

るまた，気仙氾へは 9[kり発16時店で，現地に 1泊の後翌日 4時発19時盛岡行である これらの三陸

地域との交通は，国道 106号や主要地方道盗岡辿野線などを利川 して行なわれるが， 冬期に路面凍結

が夜間に北上山地ヰてみ ら九る ため，夜行使の連行が妨げられてい る 夏間は＿上記のようなII寺l間に夜

ll'iJ諭送を行衣う が，冬」[:J](こ(1日)贔り附前送に切り替え られる

変する に盛岡地域での路線）、ラ、ノク輸送のn,:J題は，仇l台市l付と東京判｛内での交通炭翡ぶおよび北上

山地中でのf'El道・主嬰地方道の路面凍結にあるようてある

路線トラック菜布の東北迅に対する期待は，硲岡・イ1J1台間 3時J}¥J, 盛岡・東京1廿17 II寺l'/NJとし、う輸送

1時間の知紐iと，仙台市F''.]に乗入れることなく盛岡 ・東京1ド］をノ‘／ストップで運行しうることなどその

期待は大 きい この節約II¥『間は氾伍者の労働条件向上にも役立ち，業者の氾伝窄「確祖いを容易なら しめ

る． しかし，東北道に対する これらの期待は，中央の大手業者である日通や三／―＼五貨物などと，岩手
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県 j)、]あるし、 (j』［北各県に本社~-';とりするし、iっば地元業者とては閃なって＼ヽる

し、ては， i盗 1;,~jj!(」・因槻叫 8,ooo I「］（予）し）とし、う）直竹料合を（乳翡lするため

って直詞、1こ効令{;ど・{:;め， 収紐JUJの決まっ亡貸物なILV{iiに州搬することにより

ことによって東北瓜の利）llを店発化しよ〉と＼，、う／考えをもってし、る． 他方，

なわち，
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トレーラの位）l'Jによ

らの f-Y~打を高める

お`し、て (c;]:ヽ）

8,000 17 J (:]:、 1望す喜て るとし、う． それゆえ， よる の仄叶l化

さ九るか，それに対抗してやむ詞えずそれとl!JJTJせさる左え心＼，＼てあろう 大1ー：〗、·苫への

てら IJ直0)2',l』りl:i出nこらみら』1., その威））はか立り 0)(しのである また，叫在路

嘉トラノク応占応仕り）うち12社立紋える大了菜名の一罰 0)参人が予いさ心地元業者に対する）王i『Iの

可介ピ性力;J:.すごることい考えられ．る
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I可J成1□1勿了JT- 〗s 「り『 0)

の

おげる 11召和49年の

）
3
 

9
J
 

し、うまてもなく県内てある この県1J、]での輸忍上の間辺はf'.EI

この迅路の木飢凰胄＼、：りの存在と

も希唱してし、る

対する

7社を数えるか，その坂扱賃物（主食料晶・一

の狭さに幻して改良左刈待して

きわめて大きし、が，路線 l、ラソクの場合とはか立り只なっ

とニュアンスカ‘；麦うる・ そ~:h:t, u'各砂｛トラ、ノク よる輯送1且1:11:¥'Jの1は約化，労働者確屎

の容易巴う汀炉＇、ド、間の容易さなど輸乙恨 1月の企又合罰化：こつし、ての間待を寄せているが，区域貸物の

場合臼，｝烙訊トラ、ノクの東北，迅への転移ぢよび白家）Fl車の伝移による夏存道路の交通量の械少と，東

汀う叶jfJj地道『各の改良に］［月符を弧く寄せてしヽるのである

IV 盛岡市の諸産業と東北道の関係

盛閻地域の11叶亥である盛岡市が，その規役、、芦よびl炭11ビのうえから東北道との閃係が蚊もり皇＼，、と考え

られる．そこて，［蓋岡市を中心としてそのI見甘系を考察する

1)農業

おげる四菜別就菜人口の推移をみると（第 4去）， 第 1次産業の減少および第 2・3次差

菜のい;,}JI l (煩向が判し＼，、ことがわかる とりわけ～）第 2次忙業がII召不!:J45年以後J;i;り加の停訃｝化してし、る反

第3次佐：文0)」:iti';JI]が持紐して＼，ヽる，そのため）現在ては第 3次産文が全附業の 4分の 3を占める

に至っている

で 2,304 でその27.7%を釘］・小

占めて認り，農業はわずか 1.4%を占めてし、るにすぎなし、

30人を尼える『業所ぱ， 第 2次｝崖業 163事業所，第 3次旅業 330事業所， 合計して 493ケ所にすぎ

ず）全冑〗~所の 4.8%を占めてしヽる tこげてある．つまりは小晨松事業所が圧倒!'.Iりに多し、わけである

し化がって，上述したような第 1次j崖菜の真退傾1;1]が進む状況ては，屈FF且炭会を多く提供ずる第 2. 

3次酋，:：I/の小規抄心ことは，夏北道の1,i出恥こよる大泊費地への一）員の接五から斎点景される第 1

を）Jll述化させることが予化される
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名^心心J ， 4 )., ど<.-・ 麻岡山｀の庄塁別恥し〗'1人口 Ht移

来．/^,・人1,. 
1月 501f 胄140'.[c:」し(!l(HOil:=100)

札介．成jし率
附 45;,i: il{j 50什：
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っし、て（よ米が43.1%を占め―・一第 1(立：こラン＇クされる力；， こAL0) 1fi: '‘
 ）
 

しつつ応る ず匁オっち，

廿7:1『1"15イ「so.7% -c, :rJI百:-::::・(;t」j'い、(;')lt 

l汀げJll(土闘しく，

えるこ↑ って＼ヽ る

:t、t、):3 (汀（｝「TiF1J

こ汀ら

｛こ『5げる米のけ心；反］［： '.:t58.6⑰ て，•もっこのか，

して＼ヽ る U)てある これ：こ対して，

て・(よ米くこ次ぐ

その主（心となし，そ

り） 12%以士ーと l~I めてし、る

1',,'1く，岱岡il1o) 

で、あり， こ九ら 2[『物：こエって県

7 /) I ,_,, I 
な） . • Iし、ー・

-!-~ 
jふ、し

その 7り：：：：『lな屈

鼠ーはぷ0haを昌えて

,-.:J ¥、-c忍） 1. 5 f胃， ：こぢ＼ 、て 4.8倍と増加し，

手りんこ として『憂心地位を占める（こ全ってし、る. ¥¥(3和49行に

叩， 800してあるが， ．伽¥1'丘］地！ズ>

見！）、J州のll叶及正］の60%

仁rO)-tべてが占めら且てい

しつつあり一ーーらっとも 1!(1和110年代旧半のような

をあわせた地域

「卑,, こ］

ではそ

の 30悦を占めて＼＼る そこて0)T[)且の Iレートによる出 9,014 tであり，そのうちn地域1人jへは

5, C-334 t, ハ、：主：、3,380t /U雀jさ),1.,る

12月てあり， ｝、ラックて‘：文 :2,700 t, 

へ出符される 11:'j:J[:/]は:, .7cO)主たる

て 680tである. II¥詞II『間にお、し、て

を例にと九ば10,..,,

りんこと砂介するリ）て急;:;_;カ‘叫~''羹とさ汎る

叫＇と反ずる．そのため， りんご1!喩凸'.(ことって

トラックて1'rり扱を合めて尻J191l『Iド），

よる りんごと

て約31時

に打）｝券つ
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こめ：こ である． また， 1、ラックによる 11喩己｛；しいなかんの場介と『］月孔こ E~ ポールを )jjし、てし、る

ガ,, てげ、もみから包祖I<が主である・ 包覧費）IJ f;lェ旦ボールの ので， （ポ系0){t J月1

化の〉こからりんご愉送げ）、ラックな多く刊）］］することにばるてあろう 東北迅り）叫孤げ、この紅[I五」を

ると苔えらhる

(b) 盛詞］市の

のDJ[数と示し］こ しかし，その

（こょって，乳牛頑数は‘減少し，

と）; ;/'j費地左

戦悛0) の , li({fll46jl: 

ぢよび由乳の価格の

とどまってし、る この

るミルククンクローリーば， l'.2t車とし、う

の
ヅ-- l ,, 
Iふこ

ら生Iがさ九る

2,000 tてあり，その80%は山乳として[『1費さ九，残りの20%が加丁こまわさ九て＼、る 慮

闘］地域として:.t、J此在の乳斗:TI]'[数は口0,117IiJ'l であり，仝県の32.1% を ,Li 喜この地域ば界丁：県の 1~1― l心的

ば1月孔旦地域り）一つとばって＼ヽる この地域ての~,こ乳の見外出礼りはあ立り多くなく， ミルククンクロー

リーの仕）IJこよる東爪刀印への諭;r;かfiIりなわれてし、る この崎、辺に(t費）月面ての間四かある．狐

である叫こ ;hを冷凍

クソ9‘ 
9
ル
／

コンプーブ-- /こ寸-)1_,じl, 費川上の 陪決されると考えら九る
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るので， される可

そ 0)昌味て費）llの低証化に るといわ九る

］）砂jl卜厨［尻及(,< 17, り~6直i り， !1i.c;. :cJでリ1し0)19. 8りし唸： r~i 汐）てC し、／｀ 因 は約1,000t

ごりり，ぞゾ）県外Il 11 f詞f、］．、80悦に0)ぼる．そのうち
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'"I l,1,, 

とさ、！してし、る． ］、ラック

て Jll青1/Uも
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0) !,~¥;_ J;Yi]地域：こぢげる

ばらのと名えられる
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り

立で1911『
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0)じどAされて ィ~; 加• 石炭製贔

の発辻0)ために

の Iド分汀り~lj l:U 
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する廿I信成比と比位してみても同様のことがいえる． しかい盛岡田了こげに限ると，食料晶の比璽が1王

例i'.Iりに汀く，次＼＼で出！阪•印刷や木材・木製青五やバルプ・紙が日立ってし、る. II召府144年から

につ＼，ヽ ての仲ひをみると） 出荷頷白｛本は繊斎且を除、し、てすべて 0)ものが増加してし、るが，札心成此

料晶，金屈製晶， 1'11l宅滑怜具` 匁ど(:よ低ドまたは｛亨鼎左示し，木材＾。木製晶， ノミルプ・紙， 出）阪 ・l=IJ扉I]な

どが札店成比を雷iめてし、る こり）なかで苫しし、i','./j主りをぷしてし、るのはパルプ・紙であり） これは祈麗

立地の二l口場の

よう：こ，

種的に

よるらのである．

の瞬品出荷0)1!J'誓 i祖用をみると第 6Jこのようである． この表から明らかな

。東北地方が64.7%と圧倒的に多く，次し、て図東地方と厄る．業

である~汀費月エ文の部1°11・立地門を示す食訂・11叶，衣）JIし出）阪• 印刷J, 紙加工

品ばどてはほとんどその出阿先か夏北地方：こ限ら九， 、局地(J'..Jば ＇どもってし、る， これ

第 6表 霰岡 ii〗,喜」こ湯の製:1『五出荷応 (ii?]491ii:)

諏1).'LL:
~)! ユ

その他 I, ,.-.,, 

の I!I I I閉lj /ll ,1, . 

原料アルコー）レ 100 

閏 好 炊 叶 水 GO 40 

し よ う .i.ヽ.、Ill！ " 100 

/ J ¥ 扮 98 2 

米 笈 100 

,．ノ·~·j,．マ·~‘ ~~• ． liJて」 iiiり 90 10 

ノ‘ ン' 99 1 

ふ と ん 和々 ,:1J, 44 5(う

”I亡r・ 菜 !Jft 100 

-—ヽフ． ツ 二ノ : ; ,,I.H, .. , I 木 70 30 

I I 100 

化 製 材 100 

製 付 吊 28 67 4 1 

II 33 Jrr J 12 

介 板 85 15 

戸 版△ 「ri mu 100 

「l Pl ),jt rm 64 4 25 7 

I'凡 、'ィ",,,、,、こ 晶 100 

コンクリートプロック 100 

レ ン ガ 100 

如ダ,1 -、_ rn-"/" ヽr→ -.! 11→ヽ•• i'o1i 98 2 

I I 90 10 

I I 39 17 22 16 6 

l，ll，ー・食, ノ→ ._Jl. l_―I, l, fなベ•I· •i: "J ・ GO 4-0 

日 i IJ 釘： ・n"/," r ・ 70 28 2 

• ,ヽ,.'\.•'.: . 、沼バ、ヽ9： 機 械 51 49 

L +、.'•",”• .: • ,jj- , "1, 11" "r , 2 96 2 

s. 1 I o. s I o. -1 
r 

L/i位［ま% (llU和49年悩岡『I了～に業間兄謂査より）
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，
 

種は最終叩役製品を生社＇：す るものなので，狭し、市場紐皿しかもたなし、ことは当然といえる ．それらと

対肌的なのは木材・木蚊晶， 一般恨械， 』事製品，粕密恨械などてあるが，これらはかなり）ムし、市場

回を打して ＼，ヽ る．それは東京およひ叶叫地方であ る しかし，広し、Yb場圏を布するとはし、え， これら

閃種は盛岡『nては札］対i'」りに資本力が鉗く， ま た l―~1コ小企業が大半を占めてし、る．それゆえ，愉送費）=FJを

疇 ずればれI当直闘噂ffにま で出荷することはかなり 筐j負担と なると名えられる ．岩手県外に何らかの

出荷先を打するものは，工業立地セン タ ー の謁査による と 30工場のうち 7 工場にすぎず，他は県 ,1~ の

！レート をと るか， ある しけは直売方式とみられる ， したがって， 盛岡市以外の地域， とりわげ各市がエ

場誘致や工業団地造成に力を注ぎ，盛岡市の工業水準が相対的に低下してし、る現状を前祝 とすれば，

直売方式に よる製品の出荷は年々減少すると予想され，県内 あるし、は東北地方に市場圏を限定される

可他性も薗lい したがって， 当地域の工業の東北道に対する結びつきばあま り期待することはできな

し、＼であろう

3) 脊」〗，：：と礼見ヅし

(a) 商業 岱岡市における 庇菜の中分］頂別年間販売額は第 7表のとおりてあるが，その近年の仲び

ぱ急激であ り，昭和43年と 比べてll召

『1147年には 91.0%・ 培， 同49年ぶこは

245. :3悦培て最近 5年間で約 3倍以

上に も辻 してし、る 盛岡市の阪完額

図 7r;ノ；を占める企ll化菜にお＼，、てその

伸ひは一屈激 しく， 昭和43年此て11召

『1149 年に[、〗 270. 8% 増にもなってし、

る枷このよ うに盛岡市の岩手県最大

崩瓜部市と して の機能は年 々i曽大 し

て！•うり，年とと もに商菜における卸

元業の比重を高めつつある 出位は百万1月（各1r次商菜統計表より）

この盛岡市の飢］元業の由場1五Ivま，市内71.01%, 周辺地域8.77%,その他県内 9.97%,青森県 2.49

% (そのうち青森市に 2.04%), 秋田県 1.39% (そのうち秋田市に 1.28%), 官城県 0.68%, その他

5. 69% (そのうち京京部に2.83%) というようにその大部分を岩手県に有するとはいえ，かなり広い

笥間を覆っ てい る

一方，盛岡市の小充菜商I忍Ivま，北は岩手町・, 南は花巻市，西は雫石町の範叫であ るとし、われ叫 雫

石町 ・紫設IIIJ0 玉山村。都南t:l・矢rl1町・施沢村からの来街が多し、．

これ ら硲岡市の卸売業四お よび小完業I忍1と東北道と の閃係は次のように考え られる．卸元業圏につ

いては，仙台市と硲岡市とを卸売業年間販売額で比較すると前者の方が非常に高水準にある．そし

て）その市場1忍Iも広大で盛岡市のそれをも包合している． したがって，東北道全通によって仙台市の

且げ疇直が拡大し，盗岡市のそれは競合に負けて縮小す る可能性が高いと予想される．た応盛岡市の

卸元業の県内における市場力は依然として弥固であろうが，県南地方への影梱力は当然弱まると考え

筍 7表 盛岡市の商文販五紅i

胃~43 年 nn 45什―：: H召47年 1『349年
9● ● -・・ --・・ ・-・ ―. ・----・・-- ----- _____ ... ー・

翡竺 fFjl ; ノ'i.:: 114,852 213,167 217,102 425,909 

f~r「n ifq• 111! >,t -
そt『瓜げH 11晶 ;J¥ ;~ し: 3,242 4,186 6,681 13,336 

名 JJI} i1訥 II 7,112 9,905 11,149 17,110 

ft *.:'. I屈11 II I 14,059 16,957 : 26,898 30, 647 

f(久 ft !;Ii , 4,423 5,605 8, 148 10, 854 

家 具廷 fl II 3,989 5,527 8,471 11,562 

その他// I 9,118 10,691 15,774 20,658 
-- . --— ·-·--·-•·-•• ―-- . -・-・- - -・巳—-- --- ---・-----一---ー・ 一 —---------- • • ----・. ----・. ----

総 ・だ"'・'[ 159,380 272,769 304,374 550,337 
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られる． しかし，仙台由 O)U・［し［？、の県惰地方へo_,進出，そ九に伴う）晟岡市の同地方への

什こは，盗詞市の川］〗且菜が青森な『大田両 1\し•へ崖出することによって礼りわれるてあろう それは，

秋田両県への仙台由からの進出は，交叫ネットワークの］［打恵からみて器岡市からのそれに比べて位置

的に不利て応るからである こ 0ー）よりな砂い〖からは，靡 1,7rj と青森 11\J の東北辺の IH-J泊 ， 1月辺46号および

盛岡・

(b) 

し，
J

9
)
 

ヽ
．
 

,
y
7
 

ー'‘竹刀I
II 
、r
i

の 4 ?;-o)」11¥111五¥・'.11門（州＇］

・l・ 因l「El八lil扁平'.. 

山岳・

屡lンと同じくする

る， さら二， u然立素オトさ

＜謹価されてし、る

このよう匁

北の北而臼0)2 

ちでも）

犀砂地域として位

る. I花1=i-,z狐）'/(ご

に Jる

の 2

• 森林・

くの名所ぢよ

る1) 

）
7
/ー

-

i

f

 

1
1
0
 

i
J
 

吹観光先進地に比べて劣るものては危く，

く似してし、るところからその処女的観兄価（直(t多くの魅力をもち）高

し吹がら，

(; 文さーこれて） し、＜ぶん］はり及さ

そして十平IIff]の巾間にある

ぢ 1びハ輻平や化忍「！贔是郷がその流動の

l―l (1'0地とみなされる

L—'-'7 V) /;) 況の

を切めとして 1IT、ーに公園と 7県立1;1然公園をもっ

ど優1した日佐凰/j分が主である． また，

を打してし、る

の の

I戸ヤ
,,, ヽ｝

よると， ク第 8表 られるよう

疇訴

巨大都市とし、う

もってい

みると '・1行の IJ光国立公

¥、でら位¥.,'. 棗北観兄の）

中心とする

うけて＼＼

I,ぶ>ぐ 8 1/;- 丁-v;~:,、Elー：及；ii見兄j止のドDし／合政1化移

,",,,!,,) ' ' 46 .,. ,,  ,, → . IH 51 

りし I'~ リ11 夕I、 ,ii l11~I 勺 > Ii JI ; C/ J入I I ,J 

II'''む'・- ! [1 汀、,I): ~“ 15(-j 116 272 公31 210 -141 

I・f:11 Ii! 1、、 l[i占 119 77 80 157 122 11〇 232 

-・,11ブ• 呆 24 92 116 55 123 178 38 154 192 
_4,,じ_ ・・ソ,_c_: ・ゞ iii: 是 闘11; 52 44 96 I G2 48 110 72 ,r) ,., I 129 

叶"唸 ‘鼠 泉 詞:I; 47 43 90 5G 49 105 GO 34 94 

湯 ITl i,!, I―II L 泉 泣,ii; . rn 15 31 10 13 23 7 1:3 20 

:]J『 爪 l,i_~ ii¥! 飲 11 15 2(i 10 23 :33 1:3 Jゥ~ゥ 45 

久 . T I江 i',':j)爪 10 淑0 70 20 ， 29 11 4 15 

外 1!1 1!1·Jj~I•';j I打！・ 16 8 24 19 14 33 32 ， 41 
"1 .. " 、. .i砂J ］げ 7 20 20 22 32 21 15 泌

グ'~ノ- 〇ご） 仙 131 54 185 147 87 234 288 143 i 421 

りi_i~ 「は）j人 (1昌了県；直）［こリクリエーショゾ吝入込廿i員，1、こ哀より）

1,666万人であり，そのうち県外客ば 781万人で46.9%を占めて＼ヽる．観光地別

も多く，次＼、で十和IJl八幡平:, 平鼠，化在温皐郷の順と立ってし、る 見外客につし、て ~v-泉がきわめて

く左謁政してし、ることが注目される． この観兄池と化包i此泉郷は従来からの観兄地として，時間的

な J許）~II 数｛ごそれほど）＜てはなし、か， 1外り1噂りパ＇と 1-,:n,1―El 八幡平

和43汀；こ比べてil附苫は 2.5倍，後書は 1.~)倍こら仲びて＼ヽる

きわめて的しし、 すなわち) 1眉
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夏北仝域にお‘げる観光客［土 ll(ffll501j'-tこおし、て忍」 3,000万人と凱1こさ九，そのう

『；＇」東地域か忍」 50%てあり）及り，と他0):::1こ此観兄地かほは':・~分 Flしてし '0. こ九らの観兄地：こみ

OYl'J徴は， 白動車 iり）IJ直賂 0〉UH瓜による胄し＼，ヽ1r!1[)ヽてある．そして，そのIJ廿近かなし、地方

してし、ることてある． このことし］］処女地としての罰面［仄吐）］とスケールの大き

あひるように訳るとし、う観兄指I(1Jの変化に由よしてし、ると巧えら九る

ところて，蚊直にJiける所得水りの向上から仝I'「］的：こレジャーフームと＼サっ九るよう（こ，拿叩利）IJ (, こ

ス3ャ

• /! 見兄鳳立0)帖仙iなどとあわせて，宣伝占蚊の位化をばかることによってようやく

砂が后充化してきtこ．泊述のよう I叶炉1噂I]バや1和 Ill八111靡平の：f，りし＼、ヽ 1111J艮のほかに， u然物を

ずるし、＜うか0)見立公園も多くの観兄客を吸収するように吹ってし、る 他）］）東北全域

さ社てし、る

のえめiこ：、]:,

戸地域，

し
J

）
し
し
）

(})図しい」、i;~1}Jllと伯Dし『［動O));_:梨化力燒［在化してきてし、る 岩丁墨1いこ］訊、ても

の一つに冬JIJj¥'こお・けるオフシーズンと＼、う 1月辺がある

：こ 11~ lOJJに1;1↓ら九） とくに夏J[Jj(こ仄1:j-1する

シーズン左 し， ］ ． 

の付紐なもっている．観光の大き

として観光加設と整仙［すること

」ー、る !:i::らは，文以から］はI!『11¥jて1月屑U.1応こ士I]止しうる この1刈1庄山岳は多くの椙呆をらち）

肌込 CJ)よ）（こ処女地としての社））とら {1して＼ヽ ;.s0)て，夏北辺仝通後の冬JtJJllJ JFJか活発化し，観光が

入きく充伐ずる 0)らが可伯て：：．、ばし、と巧、こら』1,る．

＼ 東北道全通に伴う盛岡地域の将来

1)東北 3県と O)i!i'.l叫

ーみて東泊）迅メカ Iコ、長リスが条f済発展の1-1l, 核地域てあり，そ＇］）他の地域はこれとり出叫しなが

ら1月発を見めて＼ヽる． とく(こ夏北地方（こ（文□大都1ITが存在せず，現在のii1り部『l"iは京翫J也ヽm:と生査・訂

ってり貸＜鈷ひつし、てし、ることは［リ］らかである．

夏北地）jて：：＇、仝域こわえる閃、 .1.1J,l'/".J衣入都市がり］、確に存在するとし、う」：りら，現在ではl―I11具校の地方

中心者］；由が見爪 {11~ で仔立し，その各々の都由が IJ己の勢力I月を打して＼，＼る‘［ この各都市の力閃係が

汀よ、／こい危こi員汀るとは名えられず， こ仇ら部『IiI/Tlの交逍休系の整備とともに少しずつ仄］立の過因をた

どる出のと予化さ九る

しかし，麦珈叫メカ Iコ、ードリスは，その I付域での大部『日間の直按的立恨1i巨1月連により，第 2・3

1111/叫としたり梵Jこのテン、一艮が今後ら［『和'cさ訊るとすれば，］蓋J;rJ地域との地域格叩はますます此大す

るてあろう． まえ，兄員J也罰ことっては「奥虎放」 (iりな地位！こある青森・秋1日・岩手の砂見と仙合地

域との格分',:らまた広がるものと考えら九る． と＼ヽ うのは， 仙台は比校的京翫地昌との 1月辿がり直いの

て，仙台砂祈尻部『I¥の1月発テン：ドが，東北 3県てのそれより早まっているからである

虹：It 3リ［いこお` し、てはそれぞれ'IJ廿発拠し＼尺を育成IJ1-J発してきた． 秋田県ては秋III地域，

ては大船襄地域がそ九である．そ九ゆえ， i翌罰地域が地方開発聾部『n-という性格をも

ちながらその彩鰐力を附大させるためには，

てい

ー／`

ぢし~、ても観光、ンーズ

であろう

では八

である八戸地域と血繋しながら発屁ずる

と考えら九るそして，感罰地域の業務l中心地としての恨指は，北東北の一拠，1;:1、として京
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浜地沿との1;::1:連が弧 まる と予想される． したがっ て，この、点におし、ては東北辺の役＇古ljは霊疫である

八戸地域 との辿繋に関しては）将来予定されて いる十和田 I可りの計両路線より，/~蓋岡地域にとっては

八戸への路線が一罰必変とされるのである

2)地方I開発州部市として

岩手県は北上川流域と三控地方とに分かれており ，三匠地方は北上山地によって閲鎖され）久忍

宮古，大」沿渡，釜石などの中小部市は単懐能都市てあ る 硲岡甫は岩手県の県庁所在地としての行

政 。経済 ・文化の中心であり， 三砂地方の都市の活動を支え， さらに1国道46乃， 国鉄¥]」沢栂l線によっ

て秋田県帆l北地方にも影翠塁を与えてし、る

岩手県のrm発計両によれば，盛岡市の努力四に合まれる各都市が農林腔物の集荷都市（たとえば-

閲 • 水沢・汀詞・迫野など） として， また鉱業， 水洸都市（たとえば釜石・久慈• 宮古 ・大船渡な

ど）という性格をもつのに比べて，1藍岡市はこれらの泊都市を指禅しうる ような懐能と 性格を有する

ような 日ti点が応め られてし、る り） その目 ［屑を実現ずるためには， 第一に麻工業務活動の場を提供する

必要があることはいうまてもない また，此菜の近代化 ・大炭慎化に対応する集ィ碍流通の場として）

東北遥 ・東北本紛itの貨物集約駅の設附とともに，多くの倉Fドを合むフ、トック セ ンク ーの建設が必愛と

なろう

工災などの生砂の場については，県内の他のエ菜1月発地域と の説合， さらに而述したように生佐財

製造の大）且抄＇・工場 の立地 の可他性が諮薄なことから，盛間『打は非工菜都市 として の性格ぱ依然竹続す

ることと なるう

また，国道-16号や同 106号などによって十和EE!八幡平と1位中祖I;:枠の 2国立公園を連鎖的に結ひつけ

た場合，盛岡市はこの11賃断ルートと，磐梯一蔵王一松島一平泉一八幡平一十和田の縦断観光 Iレー トの

交差恵、に当たるこ ととなり ，観光の一大拠点i、となろう． とくに東北道全通によって縦断ル ー トの発展

は急述に行なわ九 ること が予想され，硲岡市は棗北観兄クーミナルとし ての横陀をもつ ようになると

考えら九る

このような盛岡市ーの将来は，東北氾の部分開通や囚体を契槻にした国道 4号盛岡バイバスの完成を

みた現在においては，次のような交通施設の建設または整fJ/りが前提となっている

①仙台‘ヽ ・八戸の工業地区からの波及効果を這入するのに必要なもの一一三It空縦貫鉄道 ・国道4

号..-45り ・281号 ・340号

②盛岡地域と秋田地域と の連繋を古；！こするのに必炭ばもの一-・-国道46号

③盗岡田の地方 11廿梵嬰都市としての設及効果を広域に及厄すのに必変なもの一―—国道106号 ・ 107

号 ・281号 ・28'.2号 ・主要地方道悩岡遠野綜 ・盛岡岩泉線 ・感岡横手線

①東北本線と京北道に沿って波及する効果をん贋断線によって i尊入するのに必要なもの一一国道232

号 ・284砂 ・343号 ・主要地方道水沢十文字線

⑤盛岡市を観光 ター ミナ ルこするのに必災なも の一一八幡平有料道路・奥地産業開発悴線道雫石呆

八幡平線
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YI 結 五
ロ

i
i
-

＿ロ

以上り）よ）次）f蓋j!ii」地域

ら九る

(1)盛j;'(,」J也域て］主!,蓋l,Y,Ji-fi西 m;
る糸叶且（エうゴ―<' 1Jヽ）」u莫!囚~『11兄

＼＼．しえがって，棗北迅に

に対寸ーる麦北辺のインパクト

尉四・囁 ji'r,J 北）（］こ，糾嵐の］＇〗施設と吸り l する炭囚と (lならなし、と考えられる しかし，八戸と

ずるげ岐夏北直が辻設されるならば，八戸におげる工業蚊晶の流炒し］、）I~ 蓋l畠］を中継することとなり，現

ンター（」．］出こ立」也する靡IIYd流通亡ンクーの檬陀かj';'りまり，それとの閃迎にお＼，、て蓋閻地域

インターての白動iドの出入し］、多くなるてあろう

(2)靡I化l地域が， ヒ述の八戸の」口菜地区， 三11:が地）'O)

る !EIJ旦 4 り ·46~}·106り笑つ＼ヽくつ力＼〇）

Ci 

(3) しかし，

i月 :r~·J こド仇翌 [,'r;J 」［び）ごイン＇ターの

されてし、るが，）：鳳位な

しか11・なわ』してし、応し、．今後も大工場の進出はほとんど考えら

ら九るいくつかのインクーチェンジ（！蓋岡耐

u) rl叫化）｛炭記をもった地方1仇l介川［都市としての

lird1付インクーのみが供）I]され， これとの

左累す加喜てあり，夏北、直叫叫：こよるイ‘／ノくクトの効果を十分に受け・ とめて＼~、なし、．現

して＼ヽくとず，｝しば，上述の予畑訂iりを仇］なくなる可fIビ性が生ずる．そのため，

(;j)観光IIけてのIJ盗jir,J地域の処、1、'叱Iエ！：かjぶりり直し、ものとなると考えら且る．八1)爵平・ドよび1屹中而犀の

い ］ーし化兄いこよるII『I/¥l 

-l、と l、J,賃断ルートの

ゾヽら
：
勺
ノ

‘
、

4
~

~
`
J
.、3

応） ；こみて,,~翌1;,;『l地域の

主たれる，

どの

る磋l叫地域は，

る乃空から次のよう紅

の立地ず

1: ドー・虞fffl 

ぢよび秋II!地域と連絡ず

・整糾］が行なわれるならば，慮岡地域

される．

七ンターが唯一

てあるりんこと

まることになろう．そうすれば，夏北観光

としてのi炭危をより発展させるで

鯰送方式の 伯捉として，

浜地方との鮎びつきがり直く tsるが， 仏ずしも塵1!7,j地域内のインクーチェンンを経山するものではな

く，八戸へのク｝岐路や他0)インター rと通して されると考えら汎る呻

本liH)tは11[1『1151・52年良文［應省flliH費総合/1Jf充Al―j也力K1;nyの成立およひ発展の地域化）』［盤に伐lする糾究J

史男・諜屈番り138027) お~ よひ!1(1{!152年文立j;省月研費一般仙究C 「棗日本におげる交通ネットワ

ーク茫止と地域紐済変化のI見j(和こ且lする地J璽学的研究」 （代表者奥野l笠史・謀起雷号258087) によるものてあ

る．

註・参考文献

1) 交通ィンバクトを地］用冑馴こ扱った代表的なもの

に Taaffe(1962), Gauthier (1970), 打ぷ (1997),

(1%8) などがある

2) 第1表の化←地域と:t花石山と砂貫闊ぶ北上地域

とけ、水；尺・ 1tJこ・［［東りの 31りと fll予'i乳[(杞よび胆{){

開5, --1見］地域とは一1及l巾認よび西磐井・ ?l 
Iiふからそれそれl翡I成されてし、るものてある．

3) II({和45年の内菜悶家数11,497, 第 1種兼業四家数

13,364, 第 2種兼菜農家数 8,216がl!{Hil50年にはそ

仇ぞれ 2,2C:i0, 10, 708, 11, 265へと変化してし、るじ
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4) {i': iJさ］可汀匂/151.8%て、ある

5) こ九らの巾柄は，贄笠岡地域に常覧）外または支店を

もつ線｝烙 l、ラック業社は18社に及び，そのうちの日

本韮直・第一貨物 l~J 動車・飢台自動車・仙台叫込・

五喜直辿• こ八万貨物白励車の 5社に対するl叶JJl丈リ

鮎攣いこ晶づ＼，ヽ て＼ヽ る

6) これ，¥,〖蓋閻由 1:j改釘l元111場 (1975) にこる．

7) これit高野内男・高販宏打 (1975) による

8) これに1見lして：ょ日木地贔訓究所編 (1975) な7,,._r:) 

れたし'.

9) これは盗岡市 (1973) Iこ」：る

1=i牙ミi氏）、こ(1967): }lしi5
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Preliminary Consideration on the Relationship between the Economies 

of 1¥1:orioka Region and the Tohoku Expressway 

Takashi Okuno 

This paper aims to investigate the relationship between the economic aspects o「Moriokare-

g-1011 and the Tohoku Expressway. lt belongs to the traffic impact study which is one of the most 

加 portantsubjects in transportation geography. Morioka region inclucls M・orioka City, Shiwa-

gun, and Iwate-gun, and occupies the central position of Iwate P1・efectrue in terms of economic 

scale and transportation network. As for the Tohoku Expressway related to this region, the route 

from I chinoseki to八1orioka-minamiinterchange vrns opened to use in 1977 and the total route 

connecting Tokyo to Aomori ¥Vill be completed in 1980. 

As a result of investigation on the relationship above-mentioned through analyzing the data 

for some economic conditions of Morioka region and also interviewing the shippers of agricultu-

ral and industrial commodities and the carriers who have high possibility to use the Expressway, 

some fincling・s are obtained as follows. 

(l) Though the western part of Morioka City is projected as industrial zone, the possibility 

of locating larg・e factories for proclucti ve goods is small in Morioka region. This phase will con・ 

tinuc in future. However, supposing tl1e establishment of the branch expressway which is plan-

necl to connect Morioka to Hachinohe as the New Industrial City, the industrial commodities shiped 

in this City will pass through Morioka region, and, as a result of this, will promote the function of 

this region as the secondary distribution center in Toboku District. 

(2) If some national hig・hways of Nos. 4, 46, and 106 are improved to smoothly link Morioka 

匹 gionwith the industrial area in Hachinohe and the fishing or mining areas in Sanriku and Akita 

regions, Morioka region is expected to develop as a growth pole involving central distribution and 

cotnrol functions. 

(3) ln present time, however, only the八1orioka-minamiintercbange has been used and the 
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Morioka Distributing Center i.s the only central function. Therefore, Morioka region has not 

recieved to saturate the full effect of the Expressway. When these present conditions are kept 

intact, the expectations as mention叫 abovevvill be betrayed. The clemolishment of this betrayal 

can be done by the rapid construction of both interchanges of Morioka-nishi and ~~1 orioka-kita. 

(4) Obviously, the nodality of Morioka region is comparatively high in terms of sight-seeing 

activity. The attractive landscape in both national parks of Hachimantai and Rikuchu will rise 

to a higher rank among leading・tourist attraction places by shortening of time distance caused 

from the Expressway. 

(5) The shipment of apple and milk, which are the main agricultural cash products in Morioka 

region, will be mostly directed toward Keihin District, ,.vhen the mode to transport them is developed. 
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